
図面番号

日付

設計名称 図面名称 縮尺

一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

株式会社田設計一級建築士事務所
一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８

付近見取り図

N

図　面　リ　ス　ト

図面ﾘｽﾄ、付近見取り図

図面ﾘｽﾄ、付近見取り図

奄美自動車検査登録事務所

工事場所：鹿児島県奄美市名瀬和光町１２－１

－(A1)

－(A3)
奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事

庁舎渡廊下支柱塗装改修工事

A－00

A－01

A－02

A－03

A－04

A－05

A－06

改修　特記仕様書－１

改修　特記仕様書－２

改修　特記仕様書－３

配置図

平面図、屋根伏せ図（工事範囲図）

立面図（工事範囲図）A－07

天井伏図（工事範囲図）

A－00



施工数量調査

　　調査項目　・　防水改修　・　外壁改修　　・　（　　　　　　　　　　　　　）

［１．５．２］

［１．５．２］

　　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　　　※図示

　　調査範囲　・　図示　　　・（　　　　　　　　　　　　）

ては、当該製品の指定する工法とする

８．施工調査

［１．５．３］

　化学物質の濃度測定 着工前及び施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、
６．室内空気中の

　本工事に使用する材料はアスベストを含有しないものとする

４．材料の品質等

　注）測定バッジはホルムアルデヒドとトルエン、キシレン、エチルベンゼン、

［１．５．２］

　　　スチレン用の２種類を用いる

エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督職員に報告すること。

測定対象室及び測定箇所数は仕上表による

　　調査方法　・　打診及び目視による　　　　　・（　　　　　　　　　　　　）

［１．１．２］３．品質計画
施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算

適用工種　・ＡＬＣハ゜ネル（外壁、屋根）・押出成形セメント板（外壁）・外壁石張（乾式）

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵守し、

　　措置を講ずる。

　　に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な

適切な処理を行うものとする。なお、処分場の決定に当たっては監督職員と

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、

　　地表面粗度区分　　・Ｉ　　　・ＩＩ　　　・ＩＩＩ　　　・ＩＶ

　　　　　　　　　・外装材（外断熱工法）・長尺金属板葺・折板葺　・アルミ笠木　

項

７．特別な材料の工法 改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

１

　　以下「建設リサイクル法」という。）施行令又は都道府県が条例で

　　基準風速（　ＶＯ　）　　　　　（　　　　　　　　　　　）　ｍ／ｓ

　※本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工

　　定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法

［１．４．１］

　（廃フ゜ラスチック類）

・非飛散性アスヘ゛スト含有建材

　　　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　　　２）接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が

施工範囲　　図面に特記なき場合は、別表－１による

施工図　　　設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を提出し、

　　　・上記風圧力の１．１５倍の風圧力に対する安全性を確保する　

９．設備工事との

　　　　　　　　　　　　監督職員の承諾を受ける

　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

　　　　材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　　　等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散

　　　　しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

５．環境への配慮

及び性能を有すると共に、次の１）から４）を満たすものとする

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

　　　　少ない材料を使用する

　本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質

　　　・上記風圧力の１．３倍の風圧力に対する安全性を確保する　

　　　本工事に於いて別表－２に示す材料を使用する場合の材料・機材等の

　　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す

　　製造業者等は次の（１）から（６）すべての事項を満たすものとし、この証明と

材料・機材等の品質及び性能

・木くず

・カ゛ラスくず、

・廃フ゜ラスチック類

　陶磁器くず

・繊維くず

　　　本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能と

　　　　（１）品質及び性能に関する試験データを整備していること

　　　　（２）生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

　　　　（３）安定的な供給が可能であること

　　　　（６）販売、保守等の営業体制を整えていること

　　　　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

同等以上の材料・機材等の使用

　　同等以上のものを使用する。ただし、製造業者が記載されている場合に

　　　　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

　　同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

　　（　　　　　）

・有　　　・無

６　その他

５　建築設備・内装等

その他の工事

屋根の工事

建築設備・内装等の工事

・有　　　・無

・有　　　・無

４　屋根

３　上部構造部分・外装

基礎・基礎ぐいの工事

１　造成等

工　　程 作　業　内　容

造成等の工事

上部構造部分・外装の工事

・有　　　・無

・有　　　・無

の

通

事

般

共
１．工　事　場　所

Ⅰ　工　事　概　要

工　事　仕　様　書

２．敷　地　面　積

３．工　事　種　目

一

再資源化すべきもの

）

・有　　　・無

工程ごとの作業内容

き

１

項

続

（

２　基礎・基礎ぐい

事記

　　引渡し場所　　※構内　　　・（　　　　　　　　　　　）

項目章

１．適用基準等 ※建築工事標準詳細図（平成２８年版）

特

・発注者に引渡しを要するもの（・金属類・ＰＣＢ含有物・　　　）

共

通

一

般

事

　　に、特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事

［１．３．１２］

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　　に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号。

２．発生材の処理等

内

業

・コンクリート塊

容

作

ご

と

工

程

　コンクリート塊

　　資材の再資源化等について適切な措置を行う。

廃棄物の種類

項

　・本工事は、建設リサイクル法の対象外であるが分別解体等及び特定建設

・建設発生木材

施設名称

・アスファルト

搬出距離所在地

移動式足場を使用する

仮設ゴンドラを使用する

　　処分費　　・有償　　※無償

既存家具、既存設備等の養生

　協議のうえ決定する

　・Ｄ種

　・Ｃ種

　・Ｅ種

施工箇所面に単管本足場を設ける

施工箇所面にくさび緊結式足場を設ける

事

共

通

般

項

一

設

工

仮

事

２

　・Ｂ種

監督職員事務所の仕上げ

構内既存の施設　・利用できる（※有償　　・無償）　※利用できない

屋根

部位等

内壁、天井

合板張り又はビニル床シート張り

仕　上　げ

　　面積規模（　　　　　）㎡程度

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ヘ゜イント塗り

合板又はせっこうホ゛ート゛張り、合成樹脂エマルションヘ゜イント塗り

床

外部足場等

［２．３．１］

施工箇所面に枠組足場を設ける　※Ａ種

種類

監督職員スペースと工事監理業務の職員スペースは間仕切り壁等で仕切る

・設ける　　　　・設ける（既存建築物の一部を使用する）　　　・設けない

・せっこうボード厚９．５（内部面）＋合板厚９（外部面）

既存部分の特別養生　　・行う

　　設置範囲及び養生方法　　　　　※図示　・（　　　　）

   料等(報告書等)を用意すること

 　場合には、その対応等について、監督職員と協議すること

   における判断の基準(特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの判断の基準）

Ⅱ　建築改修工事仕様

   を満たすものを示す。

(1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築

　　改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工

(2)本工事に電気設備、機械設備工事を含む場合の工事特記仕様書は別図による

(5)関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した

(3)受注者は完了検査(中間検査を含む)の検査には、特定行政庁(建築主事)が求める検査に必要な資

　　    　   内は、建築工事標準詳細図の分類番号を示す。

（令和４年版［令和４年５月改定］）」

（令和４年版［令和４年５月改定］）」

   「環境物品等の調達の推進に関する基本方針 」に定める特定調達品目（令和４年２月２５日閣議決定）

　　改修工事標準仕様書(建築工事編)

(4)Ｇ　印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成12年第100号)」に基づく

(以下、「改修標準仕様書」という )により、

(以下、「標準仕様書」という)による　　事標準仕様書(建築工事編)

1． 共 通 仕 様

協議する。

　　予定した条件により難い場合は、監督職員と協議するものとする。

とする

・合板厚９片面張り

　ク゛ラスウール充填厚さ（　　）

（

１

続

）

き

所在地

(2)特記事項は○印の付いたものを適用する

(1)項目は，番号に○印の付いたものを適用する

    ○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する

(6)形状寸法の単位は特記なきかぎりミリメートルとする

    ○印と※印の付いた場合は、共に適用する

　　　　・ガラスフ゛ロック　・シート防水（機械式）　・屋上緑化用システム　・（　　　　）　　

施設名称

(3)特記事項に記載の［　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す 

2.　特 記 仕 様

   ( 　)内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す

土

工

　　　　　（運　搬　　・発生原因者側　　・本工事　　　　　ｋｍ　）

Ｃ種の場合（発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　（連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　認定を受けた材料

　　　　発散建築材料

測定はパッシブ型採取機器により行う

事

　　　　　取り合い

　　受け入れ場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※構外指示の場所

１．埋戻し及び盛土

（３．２．５）

・せっこうボード厚９．５片面張り　

（３．２．３）（表３．２．１）

・構内指示の場所（・敷きならし　・たい積　）

種別　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督職員と

２．建設発生土の処理

　　搬出距離　　　（　　　　　）ｋｍ

　　　　認定を受けた材料

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド

　　　第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次の通り

　　第三種品

　　　　エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加さ

　　　４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

　　　３）接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び

　　規制対象外

・防水アスファルト　

　（カ゛ラス、陶磁器くず類）

　　書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　　れていない材料を使用する

　　　　応じた材料を使用する

再資源化すべきもの以外

・廃石膏ホ゛ート゛

搬出距離

・非飛散性アスヘ゛スト含有建材

廃棄物の種類

　・防護シートを設置する

３．仮設間仕切り

　・防音シートを設置する

　　養生方法　　　　　※ビニルシート、合板等による　・（　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ビニルシート等による　・（　　　　）

［２．３．１］

［２．３．２］［表２．３．１］

［２．２．１］

　　受け入れ場所での処置（・敷きならし　※たい積　）

［２．２．１］［表２．２．１］

［２．３．１］

６．工事用電力

固定された備品、机、ロッカー等の移動

５．工事用水

構内既存の施設　・利用できる（※有償　　・無償）　※利用できない

４．監督職員事務所

既存部分の養生　　　　・行う　　　　・行わない

［２．３．１］

　　養生方法　　　　　・合板張りによる　　・（　　　　）

　　　　　　　　　　　　設置範囲　　　※図示　・（　　　　）

開口部の養生　　　　　・行う　　　　・行わない

・片面塗装

※合板張り木製扉　程度　　　　　・仮設扉

２　．既存部分の養生

　種　別

※シート張り

・せっこうボード厚９．５両面張り

・合板厚９両面張り　ク゛ラスウール充填厚さ（　　）

内部足場　　　　※脚立、足場板等　

　　　　　　　　　　　※行わない　　・行う（図示）

　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

※Ｂ種

材料・撤去材等の運搬方法

外部足場　　・設置する　　　　・設置しない

［２．４．１］

　　仕上げ

・片面塗装・Ａ種

・Ｃ種

　　　　　　　　　　　材　　質

１．足場その他

仮設間仕切り等の種別

７．現場事務所 ※設置する場合は、現場事務所の水・電力は有償とする。

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事

鹿児島県奄美市名瀬和光町１２－１

建築主体改修工事 一式

株式会社田設計一級建築士事務所

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事
A-01

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８
A3＝－

縮尺図面名称設計名称 図面番号

A1＝－
改修　特記仕様書－１ 日付



・（　　　　　　　　　　）

・塗膜はく離剤 ※既存仕上面全体

※上記処理範囲以外の

・高圧水洗工法

・サンダー工法

・水洗い工法

　　　工　法

※既存仕上面全体　

工程ごとの所要量の確認

　［４．６．２］［表４．６．１］１．所要量の確認

　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・　

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・　

４－４

　　　処　理　範　囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　※行わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

修

改

　　　－

　　　－

壁

事

工

外

４－３

・既存仕上面全体 ・行う

・行う

・行う

・行う

下地の補修

・１００～２５０Ｍｐａ程度

１０～３０Ｍｐａ程度

　　加圧力

・３０～１００Ｍｐａ程度

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）

　　仕上厚又は全塗厚が２５ｍｍを超える場合の処置　※図示　・　

充填工法　　　

モルタル塗替え工法　

　※エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

　抜取り個数　※長さ５００ｍごと及びその端数につき１個　・　　　

　抜取り部の補修方法　・図示　・　

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形　　

コア抜取り検査　・行う　

・モルタル塗替え工法

・モルタル塗替え工法　　

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）　　

・充填工法　　

　※エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル　

　仕上厚又は全塗厚が２５ｍｍを超える場合の処置　※図示　・　

注入量

・充填工法

［４．４．２］［４．４．８、９］

注入口の箇所数

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り　

　　位置　※改修標準仕様書表４．５．１による　・　　

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地　　　

　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う　　　

　タイル張りの工法　　　

・有機系接着剤による陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り　　

　シーリング材の種類

　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り　　

　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り　　　

　・ポリマーセメントモルタル　　

　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う　　

　・可とう性エポキシ樹脂　

　・シーリング材　　　

　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　　　　

　接着剤の種類　　

　接着剤の種類　　

　・ＪＩＳ　Ａ　５５５７による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系又はウレタン樹脂系　

　・ＪＩＳ　Ａ　５５５７による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系又はウレタン樹脂系　

　・ポリマーセメントモルタル　　

・　パテ状エポキシ樹脂

※　エポキシ樹脂モルタル

１．ひび割れ部改修工法

・　ポリマーセメントモルタル

・　可とう性エポキシ樹脂

ひび割れ幅（ｍｍ）

注入工法

※　充填工法

・　シール工法

９．欠損部改修工法

壁

外

修

改

事

　　　　※改修標準仕様書表４．６．１による　
注入口間隔（ｍｍ）

工

　　撤去

樹脂注入工法

※　１３０　

※　１３０　　

※　７０　　　

※　４０　　　

・　樹脂注入工法

コア抜取り検査　・行う　　※行わない　

　抜取り個数　※長さ５００ｍごと及びその端数につき１個　・　　　

［４．４．２］［４．４．５～７］

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形　　

注入量（ｍｌ／ｍ）

・　５０～１００　

・　１００～２００　

・　樹脂注入工法

注入工法

※　２００～３００　　

　［４．２．２］［４．３．７］

　［４．２．２］［４．３．４～６］

・　１５０～２５０　

２．ひび割れ部改修工法

壁

外

修

改

４－２

ル

タ

事

工

壁

仕

り

イ

タ

ル

外

張

げ

上

ル

上

仕

き

）

り

外

壁

塗

げ

続

塗

仕

モ

り

げ

壁

（

上

外

・　外装厚塗材Ｅ

防火

・吹放し　・凸部処理　

・　外装厚塗材Ｓｉ

材料

　・　

－

　・　

　・　

・ひき起こし　・かき落とし　　　

・　ゆず肌状

・　さざ波状

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　　

新規仕上塗材の種類　

・　砂壁状じゅらく　

・　外装厚塗材Ｃ

　　・適用する　・適用しない　

・　京壁状じゅらく　

・厚付け仕上塗材

－

－

－

－

　・　

５．マスチック塗材塗り

種別　・Ａ種　・Ｂ種　（仕上材塗りＥＰ－Ｇ　※Ｂ種　・Ａ種）

　・　

　・　

－

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

－

　・　

　・　

［４．２．２］　［４．６．５］

・　防水形複層塗材Ｅ

４．仕上塗材仕上げ

　　用仕上塗材

・　防水形複層塗材ＲＥ

　　※規制対象外　・　

種　　類

・　外装薄塗材Ｓ

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・可とう形改修 ・　可とう形改修塗材Ｅ

・　可とう形

・　可とう形

・　可とう形

・　防水形外装薄塗材Ｅ

・　防水形複層塗材ＲＳ

・　防水形複層塗材ＣＥ

・　可とう形

・　可とう形

・　ゆず肌状

仕上げの形状及び工法等

・　砂壁状　　

外観　※　つやあり　・つやなし

・　着色骨材砂壁状　

耐候性　※　耐候形３種　

上塗材

溶媒　※　水系　・溶剤系　

樹脂　※　アクリル系

・　平たん状

・　複層塗材ＲＥ

・　複層塗材ＣＥ

・　複層塗材Ｓｉ

・　複層塗材Ｅ

・　外装薄塗材Ｓｉ

・　平たん状　・　さざ波状　

・　凹凸状

・　外装薄塗材Ｅ

呼び名

一般部

・　外壁タイル張り全面　・　図示の範囲

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

１．既存タイル張りの

　　　　　　　　　　・　既存タイル撤去面（・　コンクリート面　・　モルタル面）

充填量

・　Ｕカットシール材充てん工法（既存タイル張り撤去面）

　　　撤去範囲　※　下地モルタルまで　・　張付けモルタルまで　・　タイルのみ

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング全面

２．既存塗膜等の除去、

３．下地調整塗材

　［４．２．２］［４．５．７、８］

　［４．２．２］［４．５．５、６］

下地処理及び下地調整

［４．６．３］

［４．６．４］

※　下地調整塗材（・Ｃ－１　・Ｃ－２　・ＣＭ－２）

・　ポリマーセメントモルタル

・　樹脂注入工法　

指定部

　［４．２．２］［４．４．１０～１５］

（箇所／㎡）

一般部

・　タイル張替え工法

・　タイル部分張替え工法

改修箇所　※　既存タイル張り面
２．ひび割れ部改修工法

３．欠損部改修工法

工法の種類

コンクリート

モルタル

１．０ｍｍ以下

既存仕上げ

タイル

充填工法

箇所

㎡タイル張替え

０．２ｍｍ以上

　単位　工　　　　法

［４．７．２］　［表４．７．１］

　　寸法等

ｍ

㎡

樹脂注入工法

　　　棟　　　　　名

６．外壁改修数量表

※　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外径６ｍｍ

注入口付アンカーピン

耐候性　※　耐候形３種　

※　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工したもの

アンカーピン

４．浮き部改修工法

３．欠損部改修工法

（本／㎡）

指定部

・　凸部処理　・　凹凸状

タイル

コンクリート

コンクリート

モルタル

モルタル

モルタル

タイル

タイル

コンクリート

　　抜取り部の補修方法　※図示　・　

　　　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　・モザイクタイル張り　

　　　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、

　　　外装タイル　　※密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り　　

・モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

・壁タイル張りの工法　　

タイルの形状、寸法等

（ｍｍ）

　　建築材料等品質性能表による

　　　セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した

　（品質・性能・試験方法）

　・ＪＩＳ　Ａ　５５５７による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系　　

　・ＪＩＳ　Ａ　５５５７による一液反応硬化形変成ウレタン樹脂系　

接着剤の種類　　

　［４．２．２］

・　タイル部分張替え工法

見本焼き　・行う　・行わない　

・既製調合モルタル

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　・ポリマーセメントモルタル　　

試験張り　・行う　・行わない　

耐凍害性

有
の適用

吸水率による区分 再生材料

有 無
り性

無

耐滑

標準

うわぐすり形状／寸法 備考
　施工箇所

色

特注無ゆう施ゆう

役物

・　目地ひび割れ部改修工法

・　伸縮調整目地改修工法

５．目地改修工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ
部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　

※　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍ　の丸棒で全ネジ切り加工したもの

［４．２．２］［４．５．９～１５］

［４．５．１６］

４．浮き部改修工法

0.5以上～1.0　以下

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

0.3以上～0.5　未満

0.5以上～1.0　以下

0.2以上～0.3　未満

・100×200×30（ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）
・100×100×30

（ml／箇所）

※　16

　　　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り　　

　　　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り　　　

　　タイル張りの工法　　　

　・セメントモルタルによる陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り　

　位置　※改修標準仕様書表４．５．１による　・　　

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・　

６．タイルの形状、

　　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・　

　・有機系接着剤による陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り　　

　　　シーリング材の種類

・　タイル張替え工法

接着剤の種類　　

アンカーピン

※　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外径６ｍｍ

注入口付アンカーピン

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地　　　

タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　・行う　　　

　・ポリマーセメントモルタル　　

　・ＪＩＳ　Ａ　５５５７による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系　　

　・ＪＩＳ　Ａ　５５５７による一液反応硬化形変成ウレタン樹脂系　

※　13

※　13

※　16

（ml／箇所）（ml／箇所）

※　20

※　20

※　25

※　9

※　9

指定部

注入口の箇所数

一般部

充填量

（箇所／㎡）

Ｇ

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

・モルタル塗替え工法

注入量

・充填工法

※　25

※　25

※　25

※　16

※　16

Ⅰ類　Ⅱ類　Ⅲ類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

※　25

※　50

※　50※　9

※　9

※　9

※　16

※　16

※　20

※　16

※　20※　12

※　12

り

ル

仕

イ

タ

張

壁

外

げ

上

修

改

　　　材料とする。

　　寸法等

　　　　　　　　　　　　　　　・ＭＣＲ工法　・目荒し工法（高圧水洗処理）

事

工

４－３

壁

外

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

一般部

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

）

（本／㎡）

き

（

続

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング部分

指定部

工法の種類

り

塗

モ

タ

ル

外

壁

上

仕

げ

打

げ

し

｜

仕

壁

ル

放

上

外

※　１３０　

※　１３０　　

※　４０　　　

注入量（ｍｌ／ｍ）

※　７０　　　

注入工法

樹脂注入工法

ひび割れ幅（ｍｍ）

工法の種類

注入口間隔（ｍｍ）

注入工法

樹脂注入工法

ひび割れ幅（ｍｍ）

　　撤去

注入口間隔（ｍｍ）

※　２００～３００　　

・　１５０～２５０　

・　１００～２００　注入工法

・　５０～１００　

・　Ｕカットシール材充填工法　　

　　・シーリング材　　　　

　　抜取り部の補修方法　※図示　・　

コア抜取り検査　・行う　　※行わない　　

　抜取り個数　※長さ５００ｍごと及びその端数につき１個　・　　　

工法の種類

・行う（・　全面　※　図示の範囲）

　　・可とう性エポキシ樹脂　

　　　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　　　

　　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う　　・行わない

　　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う　　・行わない

　　・可とう性エポキシ樹脂　

　　　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　　　

・Ｕカットシール材充填工法　　

　　・シーリング材　　　　

・　シール工法

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形　　

・　可とう性エポキシ樹脂

・　

・　パテ状エポキシ樹脂

事

工

４－１

壁

外

コ

ト

ン

リ

ク

壁

外

改

１．既存モルタル塗りの

修

修

改

工

４－２

事

※　12

※　12

※　25

※　16

※　20

※　16 ※　16※　9

※　9 ※　9

0.5以上～1.0　以下

（ml／箇所）

0.3以上～0.5　未満

0.2以上～1.0　以下

0.2以上～0.3　未満

※　9

※　16

※　9

※　13

※　13

※　自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※　自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3　未満

0.3以上～0.5　未満

0.2以上～1.0　以下

・　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

0.2以上～1.0　以下

※　20

※　25

※　20

※　16

※　20 ※　50

※　50

※　25

※　25

※　25

　　（・吹付け・こて塗り）　

・平たん状　・凹凸状　

　　（・吹付け・ローラー塗り）

工法の種類

注入工法

・　メタリック

上塗材

　　　　　・弱溶剤系

上塗材　　

　　（・吹付け・ローラー塗り）

※　２００～３００　　

・　１５０～２５０　

・　１００～２００　注入工法

・　５０～１００　

※　１３０　

※　１３０　　

※　４０　　　

注入量（ｍｌ／ｍ）

※　７０　　　

　　　外装薄塗材Ｓｉ

　　　外装薄塗材Ｅ

　既存仕上面全体

　　　　　・弱溶剤系

・　メタリック

・　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※　自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　　（・吹付け・こて塗り）

　　　複層塗材ＣＥ

・３０％　・５０％

・（　　　　）

・　ゆず肌状

　　　改修塗材ＣＥ

　　　改修塗材ＲＥ

溶媒　※　水系　・溶剤系　

樹脂　※　アクリル系

外観　※　つやあり　・つやなし

・（　　　　）　　工法

軒天専用仕上げ塗材

・　水性反応硬化形

（参考数量　図示）

A3＝－一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

日付
A1＝－一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

株式会社田設計一級建築士事務所

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事
A-02

改修　特記仕様書－２

設計名称 図面番号縮尺図面名称



・電動 　－

・

・電動 　－

ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 幅・高さ

   合金製

・

ｽﾗｯﾄ幅

※ 25

・ 100

(mm)

・ クロス

　(20.2.14)

操作方法

・手動

・コード式

・ 80

　(20.2.12)

Ｇ

材種

□

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合

・屋内外用 ・一般形

形式寸法 外枠

※鋼製

・

・図示

の材種 取付箇所

・

・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

・図示

・

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・薄付け仕上

42.仕上塗材仕上げ

・軽量骨材仕上 ・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

防火材料

   ・　

  塗材

 (15.5.2)

  塗材

７

塗

  ・ 

・ＲＣ種

  ・ 

・内装薄塗材Ｗ

・内装薄塗材Ｅ

種類 仕上げの形状等呼び名

※２本操作

・１本操作

・操作棒式

34.ブラインド

※ギヤ式　

種　類

・ アルミ・縦型

・横型

形　式

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

仕上塗材の種類 

  ※規制対象外　・ 

   －

   ・　

40.天井点検口

35.カーテン

※ アルミニウム

   ・　

スラットの材種

・気密形・０型（１段）

※０型（２段）

形　式

・

・集成材手すり

※40φ　・ 

※34φ　・　

備　　考径 ブラケット

材　　種 仕　　上径

・１段 

※２段 ・

※CL※タモ・35φ　 

※35φ

・フランスひだ 

ひだの種類 取付箇所

・ダブル ・引分け

・電動

・箱ひだ、つまひだ ・ひも引き

開閉操作

・手引き

・既製手すり（樹脂製）

・再使用する　　　・新設する

指づめ防止材共アルミ合金製

（心材共）

商品名

・シングル・片引き

・再使用する　　　・新設する

形式

・手動

材質　　　※アルミニウム押出形材　　　・塩化ビニル製

　建築材料等品質性能表による

※額縁タイプ 

（品質・性能・試験方法）

1.材料

  ※規制対象外　・  

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

施工箇所　※仕上表による　・(                   )

39.天井見切縁

・

・目地タイプ 

・

※450×450 

・600×600  

※額縁タイプ 

・目地タイプ 

※アルミ

・屋内用 

内枠

・平たん状

　　　　※ポリカボネード製　　大きさ　120×150程度　厚み　0.1程度　

・砂壁状

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく 

33.手すり

形　式

　　　　・塩ビ製　　　　　　　大きさ　100×125程度　厚み　0.1程度　

点字表示板　(　　　　　)箇所

　　　JIS T 0921に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による

７

修

[7.1.3]

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　） 工

事

塗

改

装

塗替え 

新規鋼製建具等

※B種　・A種

新規見え掛り 

新規見え隠れ 

新規鋼製建具等
EP-G

塗替え 

EP-G以外
※A種  ・B種

※A種　・　

※B種　・　

EP-G

鉄鋼面

EP-G以外

　A種

塗替え 

　A種

※B種　・　

　A種

※A種　・　

※B種　・　

※B種　・ 

亜鉛めっき鋼面 

    ペイント塗り(SOP) 

・つや有合成樹脂

  エマルション

・耐候性塗料塗り(DP)

・クリヤラッカー塗り(CL) 

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

・合成樹脂調合 木部屋外 

4.塗装

　C種

亜鉛

木部屋内 

鉄鋼面 

新規

塗装の種類

塗替え

標準仕様書

素地ごしらえ

新規

亜鉛めっき面（鋼製建具等）

塗替え

ALCパネル面

押出成形セメント板面

※ＲＢ種

コンクリート面(DP以外)、

コンクリート面(DP)

モルタル、プラスター面

木部

下地面の種類

　[7.2.1～7]2.下地調整

鉄鋼面

亜鉛めっき面

ひび割れ部下地調整の種別

※ＲＢ種

工程の種別

※C種　・　

錆止め塗料塗りの種別

3.錆止め塗料塗り [7.3.2、3]

新規見え隠れ 

塗装面

新規見え掛り 

塗料の種別

塗替え 

・行う

・行わない

・

せっこうボード面及び

その他ボード面

・行わない

  -

・行う

・行う

・行わない

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・A種　・B種

※A種　・　

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

　　下地調整（改修標準仕様書7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

屋根用

・高日射反射率塗料塗り

塗装面 工程

下地調整 

  塗料の種類 

　※塗替え面積の30％　・図示　・ 

  ※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

    ※1種　・2種 

上塗り等級（　　）級 

　　塗付け量　　工程 　　　　　　　塗料その他

 種類  等級

・ＲＡ種

※ＲＢ種 ・行う

　　　 (kg/㎡) 

・行わない

  2種

・1級

JIS K 5675 高日射反射　塗料塗り

 規格番号  規格名称

・3級

塗料製造所の仕様

・2級

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・オイルステイン塗り(OS) 

※B種　・A種 

屋内の鉄鋼面 

屋内の亜鉛めっき鋼面 

     － ・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

※B種　・A種 

     － 

・木材保護塗料塗り(WP)

・鉄鋼面  

※B種　・A種 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

※B種　・A種 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部 

・

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

A種

※B種　・A種

A種

     　－ 

※B種　・A種

  ※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

※B種　・A種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

※A種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

亜鉛めっき鋼面 

※B種　・ 

※B種　・A種

・

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・A種

・プレーンひだ、片ひだ 

改

装

修

Ｇ

６

（

続

事

内

工

   移動式   電動式 

   移動式 

                          　　・　

透過損失とする 　

標準詳細図

□

４－３１－２

   化粧板  

　　　・黄銅製 6×12

き

※B種　・A種

※C種　・　

※B種　・A種

き）

※A種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※C種　・　

※A種　・　

改

装

修

）

６

（

続

事

内

工

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

  ※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての 　

・ 

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 　

表面材の種類

※ メラミン樹脂系化粧板 

ドアエッジ、形状

    変形量となるように補強する。 　　

  ・図示 

パネル圧接

操作方法

操作方法に

・ 36以上

パネル表面材

・ﾌﾟｯｼｭ式

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 

・部分 

・手動式 

・電動式 

・ ポリエステル樹脂系

※60程度

・100程度 ・

・ 表面材と同材 

・鋼板

・ 柄物

吊り方式　　※中心吊、戸当たり付　　・（　　　　　　　　）

※ 無地 

移動間仕切の壁面当たり枠　　　※適用する（製造所の仕様による）　　

色柄
形状 形状

脚部

※幅木ﾀｲﾌﾟ ※ 標準 ※ アルミニウム製 

・ ステンレス製 ・ Ｒ

材質

・ 

　C種

・レジンコンクリート製 

・レジンコンクリート製

・セラミックタイル Ｇ屋内

※300×300・　

種類 厚さ(mm)

(11.2.2)(19.2.2)

・7.0 ・　

・セラミックタイル Ｇ

スラットの材質

□

・新設する

・

・新設する

寸法(mm)施工箇所

30.視覚障害者用

Ｇ使用する場合は    とする

屋外

樹脂系点字鋲の留付は、両面からの挟込みホック式または接着式

□

　　　色　　　※黄色 　　・　

・樹脂系点字鋲（タイルカーペット用）

　　　寸法　　・300角　　・500角

・　　 ・・

□

        床タイル

※17程度

・30　・ 

・30  ・　

・塩化ビニル製 

※17程度

※300×300・　

※300×300・　

※300×300・　

視覚障害者用ブロック等の突起の形状及びその配列は JIS T 9251 による

※300×300・　

滑り止め材　形状　（　・ひも型　　・タイヤ型　　）

改

装

修

き）

続

き

（

工

事

改

装

修

※A種  ・B種

６

（

続

事

内

工

）

　値に対して、耐力及び変形量が使用上支障がないものとする

　　　　　　材質　（　ゴム又は合成樹脂　）

　パネル重量の5倍の荷重をパネル1枚に使用するランナー数で除した

装置の

ランナー

  ・ステンレス製　　　　　　・黄銅製押出型材  　

  ・アルミニウム製押出型材　・　

材種　　　　

取付け工法　　※接着工法　　・埋め込み工法 

幅(mm)　・　　　　　端部フラットエンド（・あり　・なし）

・A種　・B種

・A種　・B種

・C-1種

・A-1種

・B-1種

　塗料（・油性　　・水性）

よる種類

     － 

・A種　・B種

・A種　・B種

　　　  　　　・ 水性フッ素樹脂カラークリアー

　　(上塗材)　・ 水性フッ素樹脂クリアー

      　・ステンレス製

・屋内外用

・密閉型

　　(下塗材)　水性　浸透性吸水防止材

打放しコンクリート面保護工法

(枠)

・

※アルミニウム製

・鍵付き

・

※一般型

※屋内用

・

※ステンレス製

(目地)

5.フッ素樹脂塗装

※鍵なし

・

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を

・図示

・箱ひだ、つまひだ 

・プレーンひだ、片ひだ 

使用する場合は    とする

（程度）

Ｇ

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

□

・シングル

・ダブル

・片引き

・図示

・

・ひも引き

・電動

・手引き

・引分け

・フランスひだ 

備考

※600×600

・450×450

寸　法

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

形　式 備　考材　種

※鋼製

(底板)

　形式　　　　　　　　・シングル　　　　・ダブル

                    　・片引き　　　　　・引分け 

　(20.2.14)36.カーテンレール

　材種　※アルミニウム製及びアルミニウム合金の押出し成型材製

・再使用する

41.床点検口

　形状　　　　　　　　※角形　　　　　　・ 

　強さによる区分　　　※10-90　　　　 ・ 

　仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　・ 

          　　　　　・C-2

 　　　   　　　　　・　

          　表面処理・C-1 

　材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　） 　

　　　  　※アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

着色　　　※シルバー　　・焼付　　・(                 )

（壁ﾎﾞｰﾄﾞ出隅保護金物） 材質　　　※アルミニウム押出形材差込型　・(　　　　　　　　　)

          皮膜等の種類　※標準仕様書表14.2.1による　・ 

        ・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

31.階段滑り止め (20.2.6)

４－３１－２

ア ４ー３１ー１

　 及びカーテンボックス

　溝型×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示 

37.ブラインドボックス

標準詳細図

標準詳細図

38.コーナービード

仕上げ

パネル表面

・ 二方向 

※焼付塗装 

・ 

材質

・ 36未満

(mm) (db/500HZ)

総厚さ

28.移動間仕切

(20.2.5)29.トイレブース

施工箇所　※図示

・再使用する

遮音性

・壁紙張り 

構造形式

(20.2.4)

・ 平行方向 

(20.2.7)

・

※ＲＢ種

※ＲＢ種

の補修

・

※ＲＢ種

・

・

・

※ＲＢ種

    ニウム製

※45φ

　・行う（　　　　　箇所）　　・行わない

既存さび止め塗料の鉛含有調査

   スラット

合金製   スラット  ｺｰﾄﾞ式

  ｺｰﾄﾞ式

※ＲＢ種

率塗料

による

[7.4～7.15]

上塗り等級（　　）級 

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる

32.床目地棒

　　　※ステンレス製　　型(幅40程度　 1.5)

　　　・ステンレス製 6×12

※ＲＢ種

・ＲＣ種

による

・

(18.2.1)

(鋼製建具以外）  

(鋼製建具） 

  ペイント塗り(EP-G)

・

めっき面

3

施工者名

工事名称

工
事
名
称

年
度

表紙

裏面にCD張り付け

裏表紙 背表紙

・現場の作業中に１名の警備員を配置のこと。（工事作業期間約　延べ２０人）

・

・

2
0

上記三部提出のこと。

最終頁に同上電子データ焼き付けＣＤを添付のこと。

完成図及び施工図、完成写真を同一のＡ３板二つ折り製本とし

６．

３.－

４.－

・

■重要事項

※背表紙のﾀｲﾄﾙは重要。必ず記入すること。

全高1,600　板面1,400×1,100　自立型　１箇所

設置位置は、監督員の指示による。

５.工事における　注意事項

・ハツリ等の騒音は検査場が休みの時（土曜日、日曜日、祭日）とする。

※完成提出図書　製本要領

２.工事期間中の案内看板の設置を行うこと。

１.資材、廃材置場等については、使用可能とする。

鋼板下地、全面高輝度反射シート張　鉄枠（国土交通省型）

柱、梁：

同等品以上）

水性形一液外壁用

庇　上端、下端
：2液ｼﾘｺﾝ塗装

ｼﾘｺﾝREVO1000-IR

遮熱ｼﾘｺﾝ系上塗り材

（ｱｽﾃｨｯｸﾍﾟｲﾝﾄ

図面名称 縮尺

一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

図面番号

日付

設計名称

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８

－(A1)

－(A3)
〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

株式会社田設計一級建築士事務所
一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

改修　特記仕様書－３

A-03

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事
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樹柄ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｪﾝｽ（H=1,200）

工事中の仮囲い位置を示す。

樹柄ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌｪﾝｽ（H=1,200）

工事中の仮囲い位置を示す。

一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４ 1/200(A1)

縮尺
株式会社田設計一級建築士事務所

設計名称 図面名称

一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８ 1/400(A3)

図面番号

A－04

日付奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事 配置図
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屋根伏図　S=1:100

平面図　S=1:100

玄関・ﾎｰﾙ

廊下

書庫

事務室

女子ﾄｲﾚ

身障者ﾄｲﾚ

車庫

前室

（現況）庇　上端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）庇　上端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）庇　上端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

休憩室

ｼｬｯﾀｰ

湯沸室

男子ﾄｲﾚ

樋 樋樋樋樋

▼庇ﾗｲﾝ

▼庇ﾗｲﾝ

庇

▼庇ﾗｲﾝ

庇

庇 庇

水洗柱

照明 照明

ｶﾒﾗ

ｶﾒﾗ

照明 照明 照明

（付着強度試験箇所等については、監督員と協議する事。）

・高圧洗浄後、塗材が残る場合は付着強度試験を行う事。

設備配管器具

　規定値に達しない場合は、原則として残っている塗材を剥がす事。

付着強度試験結果が日本工業規格（ＪＩＳ　Ａ６９０９建築用仕上塗材）の

高圧洗浄

（ｱｽﾃｨｯｸﾍﾟｲﾝﾄｼﾘｺﾝREVO1000-IR同等品以上）

既存のままとする

外壁改修工事特記事項

ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ、ｽｸﾚｰﾊﾟｰ等で除去し、その後高圧洗浄機にて

・工事範囲：柱、梁、軒裏、仕上改修工事、撤去工事とする。柱、梁、軒裏等の汚れ部分、苔発生部分及び旧塗膜の浮き部分を

・施工手順は「仕上撤去→高圧洗浄→劣化補修→水洗い→下地調整→塗装」の順とする。

庇　上端、下端：2液　ｼﾘｺﾝ塗装柱型、梁型：水性形一液外壁用遮熱ｼﾘｺﾝ系上塗り材

Ｃ－１とする

水洗いを行う（圧力100kg/cm2以上）

施工に際しては養生等適切な措置を講じる事。

工事仕様（柱、梁、軒裏）

下地調整

庇　上端、下端：≒41.20㎡

梁型：≒293.30㎡

斜線部：工事範囲を示す。

※特記なき限り

柱型：600×600、梁型：800×600

■参考数量

庇　下端：高圧洗浄＋下地調整（C-1）　＋　ｼﾘｺﾝ樹脂　塗装

柱型：≒141.40㎡柱型、梁型：高圧洗浄＋下地調整（C-1）　＋　ｱｸﾘﾙ樹脂　塗装

縮尺

1/100(A1)

株式会社田設計一級建築士事務所
一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

1/200(A3)

図面名称 図面番号設計名称

日付ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８
平面図、屋根伏せ図（工事範囲図）

A－05

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事
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（現況）庇　下端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）庇　下端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）庇　下端：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）軒裏：無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　VP

（現況）軒裏：無石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　VP

天井伏図　S=1:100

梁型：≒293.30㎡

柱型：600×600、梁型：800×600

※特記なき限り

斜線部：工事範囲を示す。

庇　上端、下端：≒41.20㎡

■参考数量

庇　下端：高圧洗浄＋下地調整（C-1）　＋　ｼﾘｺﾝ樹脂　塗装

柱型：≒141.40㎡柱型、梁型：高圧洗浄＋下地調整（C-1）　＋　ｱｸﾘﾙ樹脂　塗装

1/200(A3)

1/100(A1)
天井伏図（工事範囲図）

図面名称設計名称

日付

図面番号

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８

一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事
一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

縮尺
株式会社田設計一級建築士事務所

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

A－06



（現況）幕板：金属板（ｱﾙﾐ）加工（緑）

（現況）柱、梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）幕板：金属板（ｱﾙﾐ）加工（緑）

（現況）幕板：金属板（ｱﾙﾐ）加工（緑）

（現況）柱、梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り（現況）柱、梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

（現況）柱、梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し＋ﾌｯ素樹脂塗料塗り

ｶﾒﾗ ｶﾒﾗ

照明照明 照明
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東側　立面図　S=1:100

北側　立面図　S=1:100

南側　立面図　S=1:100

西側　立面図　S=1:100

柱型：≒141.40㎡

梁型：≒293.30㎡※特記なき限り

斜線部：工事範囲を示す。 ■参考数量

庇　上端、下端：≒41.20㎡
柱型：600×600、梁型：800×600

柱型、梁型：高圧洗浄＋下地調整（C-1）　＋　ｱｸﾘﾙ樹脂　塗装

ＴＥＬ ０９２－８３６－９９０７　ＦＡＸ　０９２－８３６－９９０８ 日付

図面番号

立面図（工事範囲図）

設計名称

一級建築士　第１６５０４１号　石川泰智

〒814-0104 福岡市城南区別府１－８－４

図面名称 縮尺
株式会社田設計一級建築士事務所
一級建築士事務所　福岡県知事登録　第１－６０８７５号

A－07

奄美自動車検査登録事務所　庁舎渡廊下支柱塗装改修工事
1/100(A1)

1/200(A3)


